
渡
辺
崋
山
没
後
一
八
〇
年

　
　
　
　
記
念
事
業
を
開
催

令
和
三
年
十
月
十
一
日
、
郷
土
の
偉
人
で

あ
る
憂
国
の
先
覚
者
、
渡
辺
崋
山
先
生
が
そ

の
生
涯
を
閉
じ
て
か
ら
一
八
〇
年
を
迎
え
ま

し
た
。

公
益
財
団
法
人
崋
山
会
で
は
、
こ
の
没
後

一
八
〇
年
を
記
念
し
て
、
開
国
前
夜
の
黎
明

期
に
あ
っ
て
、
近
代
日
本
の
夜
明
け
を
願
い

活
躍
さ
れ
た
崋
山
先
生
の
功
績
を
市
民
の
皆

様
と
共
有
す
る
た
め
、
令
和
三
年
十
一
月
二

十
四
日
に
、
田
原
文
化
会
館
に
お
い
て
、
記

念
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
田
原
中
部
小
学
校
の
協
力
を

得
て
、
児
童
の
皆
さ
ん
に
よ
る
崋
山
劇
を
公

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇 

記
念
講
演

記
念
講
演
に
は
、歴
史
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・

六
龍
堂
代
表　

早
川
知
佐
氏
を
講
師
に
お
招

き
し
「
幕
末
志
士
、
渡
辺
崋
山
―
海
の
向
こ

う
を
み
た
男
―
」
と
題
し
ま
し
て
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

早
川
先
生
に
は
、
崋
山
先
生
の
魅
力
や
功

績
を
わ
か
り
や
す
く
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

〇 
崋
山
劇
公
演

田
原
中
部
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん
に

は
、
二
年
生
と
五
年
生
に
よ
る
劇
「
板
橋
の

別
れ
」、
六
年
生
に
よ
る
舞
踊
「
花
と
茨
」、

三
年
生
と
六
年
生
に
よ
る
劇
「
立
志
」
を
公

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
部
小
学
校
の
崋
山
劇
は
、
合
唱
劇
と
な

っ
て
お
り
、
昭
和
二
年
か
ら
約
1
0
0
年
に

渡
り
、
学
芸
会
で
上
演
さ
れ
受
け
継
が
れ
て

き
た
伝
統
あ
る
劇
で
す
。

講
師
の
早
川
先
生
も
大
変
感
動
さ
れ
、
全

国
的
に
み
て
も
、
素
晴
ら
し
い
財
産
で
あ
り

大
事
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
高
い
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
こ
の
よ
う
に
一
緒

に
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
は
崋
山
会
に
と
っ

て
も
大
き
な
喜
び
で
し
た
。

○ 

記
念
品
・「
立
志
」
背
景
幕
の
贈
呈

令
和
四
年
三
月
十
五
日
、
崋
山
没
後
一
八

〇
年
の
記
念
事
業
に
際
し
、
崋
山
劇
の
公
演

に
協
力
を
い
た
だ
い
た
田
原
中
部
小
学
校

へ
、
当
日
の
劇
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
「
八

勿
の
訓
戒
」
が
書
か
れ
た
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

を
崋
山
会
か
ら
、
崋
山
劇
「
立
志
」
の
背
景

幕
を
崋
山
神
社
奉
賛
会
か
ら
贈
呈
い
た
し
ま

し
た
。

幕
末
の
時
代
に
あ
っ
て
海
の
向
こ
う
を
み

て
い
た
、
つ
ま
り
広
い
視
野
を
持
っ
て
世
界

に
目
を
向
け
て
い
た
崋
山
先
生
の
生
き
方

は
、
今
で
も
私
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

教
え
て
く
れ
ま
す
。

崋
山
会
で
は
、
今
後
と
も
渡
辺
崋
山
先
生

の
す
ば
ら
し
い
人
格
や
功
績
を
次
世
代
に
継

承
し
、
未
来
へ
つ
な
い
で
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

崋
山
会
報号 
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